

第１回写真・パネル展開催
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　　　夏目漱石前２列左から６目　ブラジル移民の父　上塚周平後２列右から２人目

（明治３３年（１９００年）五高卒業写真　漱石記念館所蔵）
　ブラジル移民は、１９０８年ブラジルサントス港に第１回移民船笠戸丸が到着してから始まり、現在ブラジルには日系人１５０万人が住むと言われています。日本の歴史、移民の歴史をこの移民社会を通して見ていく写真・パネル展のオープニングを下記の要領で開催します。
この写真展は、第１回のこれから２００８年６月１８日まで各地を回り続けるものです。

みなさまに御案内いたします。
記

日　時：　２００６年１０月４日（水）　受付：１３：３０　　開会：１４：００
会　場：　熊本市国際交流会館　２階交流ラウンジ
内　容：　「ブラジル移民１００年のメッセージ　オープングニングセミナー」

◇三味線演奏
◇写真展示会　テープカット
◇セミナータイトル「ブラジル移民の１００年とは？」
（講師紹介）
筑紫　汎三氏(熊本県国際協会理事長)

高木　ラウール氏（日系人２世ブラジルニッケイ新聞社長　海外日系新聞放送協会会長）

　　　　　　中村　青史氏（熊本大学元教授　文学者　）

　　　　　　藤崎　康夫氏（ブラジル移民研究家　ニッケイ新聞東京支社長）

参加費：　無料
主　催：　南米交流　ブラジル移民１００周年記念　熊本実行委員会

共　催：　(財)熊本市国際交流振興事業団
	【お問合せ　事務局】
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